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ャザ ート
附霧中・高等学校での実践より一一

稜 水 一－本特

i立じめに

期のキャリア形成JJという

は、平成12年度より

（現在は文部科学省〉

した

いる。 fソ…シャルライフム「選択プロジェクトム

形成に資する新しいカリキュラム開発が行われ、

43で述べられているとおりである。

研究開発の第 2年次にあたり、

つて

のキャリア

されていることは p.35～

6 して、 2001（平成13) ャリアJに対す

さぐるために中＠

アンケート j

を行った。アンケート作成にあたっては、

坂椀桓夫教授の「中学生の進路成熟に関する縦断的研究（坂掛1992)J る

り、回答しでも縦断的研究（坂柳1993)Jを参考にしで、 fこO

らったアンケート用紙が次ページの資料であるO アンケート結果の検討は、

プロマックス回転）や t検定によって行った。

1. 各種の差の検討

はっきりとした差で分類し、その差の検討を行った。差というのは、 (1）附属

とそうでない者の差（高校生のみ対象〉、（2）性差および学年差である。なお、これら

る測震として、以下のように設定し命名した。

パキャワア（教育）」に対する意識：アンケート用紙の囚の項詞

パキャリア〈職業〉」に対する意識：アンケート用紙の困の項自

ペキャザア（人生〉」に対する意識：アンケート舟紙の回の項目

パキャリアJに対する考え方に影響を与える諸活動開動：アンケート用紙の国の項目

＊教青学部附露中。高等学校教諭

料教官営部附麗中・高等学校長

＊＊＊ 
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「キャリアJに対する考え方アンケート

氏名

しょくぎょうせんたく

「キャリアcareerJということばの意味はなかなか難しく、 f進路Jとか f職業選択j とい

う単純なものから、もっと広く f告分の人生をと、ぅ奨き上げていくかJという大きいものまで

さまざまです。本校の総合人間科では、昭広く f人生をデザインするJという意味でとらえて

います。
けいれき けいせい

また、時間をものさしにして、過去から現在にいたる「経歴JC形成されたキャリア）と、

現在から未来にかけての「進路JC形成していくキャワア〉の 2つのキャリアがあるという見

もあります。

このアンケ…トは、皆さんが各学年段階で自分の進路や人生についてどのように考えている

かをさぐるためのものです。

偲人名は公表しませんので、記名の上、ありのままに答えて下さい。

I. あなたのキャリア（教青。職業＠人生）について、自分自身でどのように感じているか開きま

す。

以下の各項告について、あてはまるものをO印で踏んでください。

困
1 進学のための勉強は、自分から進んでしている。

2 どんな種類の学校や学科があるのか、気にしている。

3 志望校に進学するための計磁を立てて、準備をしている。

4 進学のことについて、人にたずねたり、本で調べたりしている。

5 進学先は、自分の意志で決めている。

6 何のために進学するのかを考えている。

7 志望校に進学するための道筋が、わかっている。

8 自分を生かせる進学先について調べている。

園
1 将来の職業の準備辻、自分から進んでしている。

2 どんな種類の職業や産業があるのか、気iこしている。

3 将来、職業につくための計画を立て、準備している。
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4 職業を選ぶことについて、人にたずねたり、本で調べたりしている。 。 2 3 

5 持来の職業については、自分の意志、で決めている。 。一一一 1 2 3 

6 伺のために就職するのかを考えている。 。 1 －一一 2 3 

7 る職業につくための道筋が、わかっているO
。 1 一一一 2 3 

8 自分を生かせる職業について、調べている。 。 1 2一一一 3

回
1 これからの入金を豊かにするために努力している。 。 1 2 3 

2 どんな人生や生き方があるのか、関心がある。 。 1 2一一一 3

3 これからの人生のことを考えて、自分なりに人生設計を立てている 。 1 一一－ 2 3 

4 人生のことについて、人にたずねたり、本で調べたりしているO
。 2一一一 3

5 これからの人生は、自分のカで切り開いていく。 。 1一一一 2 3 

6 人生の意味について考えている。 。 1 2一一一 3

7 これからの人生について、見通しを立てている。 。 1 2一一一年

8 自分にふさわしい生き方を、いろいろと考えている。 。 1 2 3 

国
自分の将来を考えるうえで、次のようなことはどの程度役に立っていると患いますか。

各教科・科目の授業 1 一一一一 2 3 

2 総合人間科の授業 1 一一一－ 2 3 

3 宿泊行事〈研究旅行・林間学校） 1 2一一一一 3

4 部活動 1 一一一一 2一一一一 3

5 生徒会活動（学校祭など） 1 一一一一一 2 3 

6 先生とのかかわり 1 一一一一 2 3 

7 先輩とのかかわり 2 一一一一 3

8 友人とのかかわり 1-2  3 

9 父親とのかかわり 1 一一一一 2一一一一四 3

10 母親とのかかわり 1一一一一 2一一一一 3

11 読書・小説 2 3 

12 新関・雑誌の記事 2一一一一 3

13 テレビ・映画 2 一一一一 3

14 マンガ 1 2一一一一 3

15 演劇やコンサート 1 一一一－ 2 ー由一一一 3 

16 スポーツの試合 l一一一一 2 3 
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(1) 各測度の関麗中学出身者＠非附属中学出身者での相違の換討

られた。すなわち、キャ 1）ア

が、

しての

るごと くなっていくという とれた。（園 1)

2.5 

1.5 

0.5 

(2) 

① 「キャリア

全般的にすべてのキャり

た。また、ほぼすべて

ただ＼中学3年生において、

4) 
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議1 高2 高3

議1

図2 キャリア（教脊）に関する：意識

キャリア｛教務）

芸誌2 務3

密 1

についての意識に関する尺度について

なるにしたがって高まる横向があることが確認され

りも意識が高いということも穣認された。

しない「中だるみJがあるように見うけられた。（図 2～
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② 「キャワアjに対す

2.5 

1.5 

中1 ctiz cp3 高1 高2

国5

D4：部活動

2.5 ト

1.5 

中1 中2 中3

国7

豊静

翻4 キャリア〈人生）に関する意識

る諸活動16活動について

2剛5

高3 言語2 議3

図6

。11：競害警・4、設

I 2.5 

1.5 

cp1 中2 cp3 諮1 高2 言語3

国8

5～8に16尺度のうちの 4項目の結果を示した。項目 41部活動jでは男子が、項目11

小説Jでは女子がいずれも擾位であるという性差が見てとれる。このほかにも、男子が優註な項目

として「スポーツの試合Jが、女子が優註な項目として f母親との関わり」. r演劇やコンサーり

があげちれる。項目 21総合人間科の授業jは中 2から高 1にかけて女子が鍾位であることも見出

されるO

学年差に関しては、項目 8 「友人との関わり」および項目161スポーツの試合Jに関してのみ学
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とれるように、

として自ら

じる。

られない以外は確認された。ただ、留 5～8か

するにしたがっていずれの意識も低下する傾向があるG

いる彼らの姿からすると、 る。さらなる

る諸活動との関連の検討2. キャワ

(1) 

と

あいだにどのよう る るため fこO 1) 

キャ 1)そ

ア

ャり

はキャリア

あいだには比較的高い結関が見られることが確認された。

との結びつきが高い傾向にあると考えられる。

表 1

キャリア

キャリア（職業） .76 

キャリア

キャリア（人生） .62 .63 

(2) ャリ との関連

アンケート用紙のDの16項自を、「まったく役立たないJ1点、 f少し役立つJ2点、「大いに役

3 として点数化し、 ごとのII民位を出した 2であるO

表2

Dl D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 DlO Dll D12 D13 D14 D15 D16 

中学男子 8 2 7 10 13 9 4 1 6 5 11 3 12 15 15 14 

中学女子 9 1 10 14 13 7 6 2 8 3 4 5 11 16 12 15 

高校男子 8 6 12 11 15 5 9 1 3 4 10 2 7 16 14 13 

高校女子 10 4 11 13 14 、5 8 1 7 2 6 3 9 15 12 16 

ここから見ると、総合人間科の授業（D2）は中学生においては役に立っと思われることが多い

が、高校になるとそれほどでもなくなることや、読書＠小説（Dll）に関しでは、女子の方では中

高別にかかわらず男子より役に立っと考えていること、テレピ＠映画（D13）に関しては中学校よ

り高校において役に立っと思われる相対的位置が高くなることなどが読みとれる。

さらに、諸活動iこ対して役立つと思うか思、わないかという、諸活動に対する渡合いの認知と各キャ

リア意識との関の関連の検討を行った。被験者の回答状況より、諸活動の役立ち認知の各質問に対

して「大いに役立つ」と答えた者を役立ち認知度高群とし、 f少し役立つjfまったく役に立たないj

と答えた者を役立ち認知度母群とした。（表3)

さらに高群＠低群それぞれにおいて各キャリア意識（教育＠職業＠人生）がどのように異なるの

かの検討を行うために t検定を行った。全般的にみると、高低群で有意な差がみられたものは、中

高別＠性別に関わらずすべて高群の方が低群よりキャリア意識が高いことが見出された。このこと

により、さまざまな活動を f将来を考えるうえで役に立つJと考えている者は、その活動の種類に

関わらず様々なキャリア意識を高めていることが確認された。
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表3 中高別・性別の諸活動の設立ち度高群・抵群の人数

高群：「大いに役立つjと回答 抵群：「少し役立つJfまったく役立たないjと回答

女 子男子 女 子男子

低群高群 低 群高群 低 群高群 低 群高群

Dl：各教科＠科目の授業

D2：総合人間科の授業

D3：荷治活動（研究旅行＠林間学校〉

D4：部活動

D5：生徒会活動（学校祭など）

D6：先生との関わり

D7 

DB：友人との関わり

D9：父親との関わり

DlO：母親との関わり

DU：読書・小説

D12：；新開・雑誌の記事

D13：テレビ＠映画

D14：マンガ

D15：漬劇やコンサート

D16：スポーツの試合

山
内
一
泊
一
斜
一
均
一
的
一
特
一
倍
一
部
一
綿
一
鉛
一
幻
一
日
…
祐
一
幻
一
的
一
釘

白
一
部
一
日
一
部
一
信
一
部
一
部
一
昭
一
郎
一
祐
一
綿
一
斜
一
伸
一
路
一
括
一
部

62 61 

50 73 

59 63 

64 59 

83 40 

60 63 

55 67 

42 81 

56 67 

55 68 

70 53 

54 69 

74 49 

100 23 

94 29 

80 43 

113 63 89 64 

94 83 79 73 

119 58 95 57 

123 49 85 66 

136 40 113 38 

99 78 81 71 

97 80 79 73 

55 122 56 96 

94 80 73 78 

77 99 78 74 

92 84 83 68 

83 92 70 81 

101 74 87 65 

141 34 108 44 

129 47 109 43 

147 29 99 52 

また、キャワア意識の額類に関わらず、中学生女子においては中学生男子、高校生にくら

活動の役立ち度の認知の高誌によって、各キャリア意識の得点に高低差がみられることが少ないこ

とを読みとることができる。キャリア意識の得点自体は女子の方が男子にくらべて高いことが示さ

れていることから、中学生女子においては諸活動の役立ち度の認知以外の要国が、各キャワ

の高抵の決定に関連があることが考えられるO

諸活動別にみていくと、いずれのキャリ

(Dll）、先生との関わり（D6）、新関＠

おいても差が見られたものとしては、読書＠小

(D12）があげられる。総合人間科の授業

(D 2）に関しでは、キャリア意識（教育）に関しては差があまり見られなかったが、キャワア

識（職業）およびキャリア意識（人生）においては多く差が見られているO 父親との関わり（D9) 

に関しては、キャリア意識（教育）およびキャリア意識（職業）においてはあまり差が見られなかっ

たが、キャリア意識（人生）には多くの差が見られた。高校生においては、先輩との関わり（D7) 

において多くの差が見られている。

これらにより、以下のことが考察可能であると考えられるO

との関わりJ「新開＠雑誌Jr先輩との関わり（高校生のみ）Jを自分の

るうえで重要と考えている者は各キャワア意識が高い

＠総合人間科の授業に関しては、キャリア意識（教育）を高めはしないが、キャリ

およびキャワア意識〈人生）を高める働きがある可能性がある。

（職
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＠父親との関わりに関しては、キャリア意識（教育〉およびキャり

ないが、キャリア意識（人生〉を高める働きがある可能性があるO

(3) 高技3年生の総合人間科！こ対する意識

（職業〉 はし

アンケ…ト用紙Dの2、「総合人間科の授業Jのところで、

た。

3 のみ次の項目を追加し

（問）総合人間科を「大いに役立つJあるいは「少し役立つJと答えた人に聞きます。何年生の総

合人間科が自分の将来を考えるうえで役立ちましたか？

は表4に示すとおりであるO

表4

3 

男子 5 10 8 25 

女 子 5 13 7 35 

合計 10 ( 9) 23 (21) 15 (14) 60 (56) 

複数回答あり 合計欄のカッコ内の数鏡は%

これによると、「生き方を探るJというテーマで自分の進路を考えている現在の学年が過半数に

しているのは当然、としても、高校 l年生に約20%の生徒が、さらに中学校段階での研究が最も役

立ったと約10%もの生徒が回答しているのは驚きである。中学生時の総合人間科で、学ぶことの意

義付けをしっかり生徒に定着させることで、ますますキャリア意識は向上するのではなかろうか。
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